
 

 

「10年後に実現するまちの姿に新たに加えるべき視点について」（星委員） 

 

 

『可能であれば、支援環境として、公的責任の視点も、必要と思います。 

目に見えない、環境汚染度の測定とモニター、公表、規制などです。 

住居環境、工場環境、学校環境、地域環境の視点は、どこに入るのでしょうか。』 
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